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京都ワンディセミナ一開催される

去る7月6日京都アスニーで行われました京都ワンデイセミナー『大学図書館に

おける電子的情報の利用と提供jは30数名の参加者を得ました。まず、電子的情

報を提供する側の立場から講師をしていただいた塩上光明氏(東北大学関属図書

館事務部長)が国立大学図書館協議会の電子ジャーナル・タスクフオースの活動を

中心に話されました。今、予算の削減と雑誌価格の上昇という状況の中で電子ジャ

ーナルの導入をはかる大学図書館にとって最も気になる肉容の話でした。次に電子

的情報を利用する立場から講師をしていただいた引原隆士氏(京都大学工学研究

科教授)が個人的な研究経歴であった電子的資料とのかかわりについて話されまし

た。電気工学が専門の研究者の方ですが、電子的資料の功罪を冷静に指摘し、印

刷資料も軽視すべきでないと指摘されました。その後、参加者からの質問と意見の

交換が行われました。

当日の参加者の感想は
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京都ワンディセミナー感想 1

ワンデーセミナーと電子ジャーナル関連業務

奈良女子大学附属図書館 情報管理係 北)11 昌子(きたがわまさこ)

「えっ， Elsevierの雑誌を中止するって !OO先生が!J 

ワンデーセミナーを終えた後 また一日一日と新しく学内外の情報や反応が加わった中

で仕事をしている。 2003年刊行外国雑誌の更新を部局に照会中の今，電子ジャーナルコ

ンソーシアムの母体となっている冊子体の継続の有無情報に敏感にならざるを得ない。

また，電子ジャーナルを利用者に提供する側として，各商品情報(特徴・条件)に左右

され.時には出版社に翻弄されているのではないかと思える状況にさらされてもいる。

講演者坂上光明氏(東北大附図)が，電子ジャーナルコンソーシアムの世界的浸透・発

達の状況の中，函書館や図書館員の役割として本来の力量や専門性が発揮できる状況にな

ったのではないかとの意味のことを話されたのは耳痛い G

小規模の大学図書館では，現実には，大規模大学とは異なり，重複雑誌を調整するまで

もなく、もうすでに初めから全く重複雑誌が存在しない状態である。その中で，電子ジャ

ーナルへの理解協力と導入への意識を高めてもらう環境づくりを考える。これはまるで，

企業での営業活動の戦略や売り込み作戦にも似ている o そのためか，学内でもどちらかと

いえば穏やかと思われていた図書館が，積極的によく活動しているという評価を加えられ

つつある。多くの展望の見込めない予算の将来性を知りながらも，大学盟書館としてのア

ピーノレや研究室訪問(説明会等)を行い，個々の研究者の芦や研究室事情を聞き入れよう

とする態度や，最近の研究者の知らない情報を提供しようとする態度が函書館のイメージ

を変える一因になっているのは確かだ。

他大学の状況を参考にしながらも，個別の事情に応じた方法で次の方策を他の協力を得

ながら思案したり，単独の雑誌係がないため，並行して図書部門の別の企画を立案から実

践へ繋げていく。少数の図書館員ですでに限界に近い量をルーチンの仕事として処理し，

人件費も削減傾向の小規模大学の現実では，まさに熱意や努力しかない。

これまでも，大学図書館でありながら?館長や図書館員偲人の性格・資質に左右されて

図書館が廻っている傾向が，規模が小さいほど見受けられた。新機軸が必要な時ほど，そ

の側面が強くなっている。この余裕がなくなった厳しい時代だからこそ，図書館員の広い

視野や洞察力、総合力が求められているといえる。

一方，講演者引原隆史氏(京大工学研究科)が，利用する研究者の視点から，図書館と

図書館員への課題として示唆さhた中で印象に残っていること。それは.コンパクトで冗

長かっ適度に乱雑なあらゆる情報の入口をもっ図書館は，オリジナノレ化を確保することが

必要ということ G

これは.官頭.引原氏学部時代の故桑原道義教授の講演会での言葉. r他の人がみんな

前を向いて走っていたら，自分は違う方向に走りなさい。みんながその方向に道があるこ

とに気が付いたときすでに他の人より進んでいる。」に通ずる。研究の本質と情報につい

てのコメントであるが.今.多数の大学図書館が歩調を合わせて行っていることは、本当

に個々の大学の特性や利用者要求にあっているかどうかは、冷静な判断が必要で，確認す
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る必要がある。

現在の電子ジャーナノレ導入期である一連の動きは，まだ諸に付いたばかりであるが，将

来を見据えて検証が必要と思えた。大学の財源や，出版形態の変容との関わりが非常に大

きく.出版社自身も生き残りをかけた危機感の中にあるだけに，数年先をも簡単に調察す

ることができにくいものであるのは石室かである。

特に. 4年前に創設された SPARCの活動と方策は，今後の学術コミュニケーションの

変革を期待させる。雑誌価格の抑制，高レベルの著者の賛同や支持，代替出脹システムを

はじめとして，オープンアクセスへの指向 (BOAI(BudapestOpen Access Initiative)) 等は，

将来的には利用者が学術研究を自由に入手する時代をめざしてもいる。

今，国立大学図書館協議会電子ジャーナノレタスクフォースは，出版社系・アグリグータ

系だけではなく，学会系もコンソーシアムの視野に入れた交渉を行おうとしている。各分

野の研究者の要望が高い中で司冊子体や電子ジャーナルの形態を間わない外国雑誌全体予

算を.どういう比率で導入するか，図書資料費の中でどうバランスをとるか，各大学の特

徴を活かした導入案を策定するための資料提供や外部資金の導入の可能性を探るなどが.

身近で当面の新たな仕事になりそうである。

しかし，回を転じると，情報が組織の壁を超えてシームレスというより共有志向へと，

新たな変貌が見え程、れする中で，図書館やそこに働く私たちがどのように積極的に関わっ

ていけるかも楽しみとしたい。

議

京都ワンディセミナー感想 2

京都ワンヂィセミナ-r大学図書館における電子的情報の
利用と提供j を受講して

国立情報学研究所 大綱浩一(おおつな こういち)

図書館関連団体主催のセミナーでは‘往々にして提供する側」だけでの一方的な議

論になりがちだが利用する側」と「提供する側Jの両面から大学図書館における電子

的情報の位置づけを模索した点におL、て.本セミナーは有意義であった。

t剥属する，観:研究者・学生1吋 電手駒機事量 +=. f提供する償:大学図書館1
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以下‘セミナーを受講しての雑感である。

(1) 雑誌の選定方法

組織的に購入するとなると，雑誌を選定する必要が出てくるが，その選定方法には未だ

多くの大学図書館が頭を痛めている。そんな中，一定期間，経過の見える状態で候補雑誌

を投票してもらい多数決をとる試みが紹介された。この方法は囚人のジレンマに陥る可能

性もあったが，結果的に理性的な選定となったとのことであった。

(2) 所蔵と保存

電子的情報は，利用に所蔵を前提としないため，コレクションは外在化する傾向にあり，

その結果，図書館はコレクションに対するコントローノレを失う危険性がある c それでも，

図書館は社会的記憶装置としての役割を果たさなければならない。

(3) メディアの変容

学術情報流通の基本構図は. rコミュニティ」と「メディア j から成る。

司 殺害量(学会や出版社など) → 

{:;Jミ主主主子ぜ(研究者)1 l ~障子ぜア(学術雑誌>l
...... 殺震(大学の図書館など-

メディアの変容は，必然的に学術コミュニケーションの変容や「図書館」の社会的機能

の縮小をもたらす。図書館はネットワーク時代における新たな存立基盤を見いだす必要が

ある。

(4) 研究者の目的 図書館の目的

研究者の目的は研究であり，情報の利用は研究の手段である。

図書館の自的は情報を提供することだろうか? 情報の提供は手段に過ぎないのではな

いか。ではなぜ図書館は情報を提供するのだろうか? それは顧客の満足のためである。

(5) 誰が学術情報の流通に責務を負うのか

社会システムとしては，十分な機能が効率的に提供されるのであれば.商業的か非商業

的かは間わない。自らの使命を明らかにし，その使命に沿って資務を果たし，扇客の信頼

を得ることができた者が，社会システムとしての役割を担うことができるだろう。

参考文献

1 .海野敏，戸田慎一図書館」の社会的機能縮小の必然性:情報流通の構造変化と図

書館の存立意義電子図書館:デジタル情報の流通と図書館の未来/日本図書館情報学会

研究委員会編.ー勉誠出版， 2001.ー(シリーズ・図書館情報学のフロンティア;No.l) 
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(数珠つなぎ 6ベージから)

2日目はメーノレサーバを使ってログを調べたり、ネットワークをモニタする実演が行わ

れ、自分の環境は自分で守るということで自身でできるウィルス感染予防策やセキュリテ

ィ対策が説明され、各種のフリーソフトが紹介されました。この研究集会でワイルスが発

病しなかったのでスタッフは恐縮されていましたが、それがメインではないし、集まった

参加者がネットワーク及びセキュリティに関して知識を深めたという点で私自身は成功だ

ったと思っています。私自身、管理してL、たサーバやパソコンがウィルスに感染したこと

もあり、またこの研究集会ではありませんが某所でウィルス感染の実演を見たことがあり

ます。ネットワークからは遮断されたパソコンが感染によって一瞬にして数百のフォルダ

の中に感染ファイノレができる様子は怖い思いがしました。感染によってシステムを再構築

するというような不毛な労力も経験済みです。最近のメールでは WORM_BADT札制S.B、

WORM_KLEZ.H がダントツに多いです。ほとんど毎日送られてきますね。ウイノレスのパタ

ーンファイル更新が日課です。このような研究集会を企薗された大図研と運営された福岡

支部のスタッフの皆さんに感謝しています c どうもご苦労様でした。

今の部署では Webページの管理もやっていますが、その他に Webを利用した休講情報

システムの管理を担当しています。このシステムは休講のデータを管理者画面から入力す

ると Web画面に表示され、それと連携して自動で当該科目の受講者に電子メールで休講

のお知らせが配信される仕組みです。利用者にすれば、最初に 1度だけ自分のメールアド

レスを入力するという手間はありますが、今までは学内掲示版だけだったのが、家でも大

学でもバイト先でも休講情報がメーノレで送られてくるのですからね。学生サービスなので

すが、将来は休講情報だけでなく他の情報も流したいと考えています。学生のメールとい

えば携帯電話ですね。やはり登録アドレスは携帯電話が圧倒的に多いです。それとこれま

での経験からシラパスの全文検索というのも実現したいですね。

家庭でもセキュリティには注意し ADSLルータを組み合わせた数台のパソコンをネット

ワークで接続しています。その中にはファイノレ共有・プリンタ共有.MOや CD-R等の共

有を目的とした PC-UNIXサーバを構築しています。こういったサーバとなるパソコンは

自作パソコンです。自作といってもパーツを購入して組み立てるのですが、当然相性問題

や不具合等は自分で解決します。やはりサーバですから安定な稼働を目指しています。

最近は静音/低消費電力の音楽サーバを作っています。きっかけは娘の CDラジカセが

故障した時に言った fCDやテープを交換するのが面倒」という一言なのですが、 MP3な

どの高圧縮フォーマットにより多数の曲をサーバのハードディスクに保存し、家庭内のど

こにいても自分の好きな音楽が聞ける環境を作りたいと考えています。家庭内のどこにい

てもという条件は、無線 LANにより検証済みです。昔のレコードもプレーヤーが故障す

るまえにハードディスクに保存しておきたいです。普の曲と言えば近隣の公共図書館をよ

く利用しています。先日も以前から探していた 1970年代のあるフォークソングを見つけ

たので保存させてもらいました。ハードディスクにどの位保存できるかについては、例え

ば 40GBのハードディスクに 128kbpsでエンコードするとして、 CD約 600枚分は保存でき

る計算です。音楽以外にもラジオ放送の録音、テレピ放送の録画等も検証していますが満

足できるところまでいってません。家庭でもインターネットも含めてネットワークを利用

して上記の様なオンデマンドな環境を実現したいと思っています。

fお父さん、美味しいコーヒ一入れて!Jおっと忘れるところでした。家庭内コーヒー

サーバが私の役割なのです。
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l 好評の連載コーナー!! ・
.京都学園大学教務課 たむら ひでお | 

.大図研京都数味つなぎ 第59回 田村 秀夫 さん • .-...-..-.-..-.-...-...-・・-.-...-..-.-..
ネットワークと私

京都支部の大館さんと同じ部署になったご縁で大図研に入会して 2年目を迎えようとし

ています c 本年 4月に今の部署に配属されるまで図書館では 5年間お世話になりました。

図書館の仕事で特に印象に残っているのは他大学との文献複写・貸借等の格互協力業務で

す。「モノを探す」という図書館では当たり前の仕事ですが、参考資料や CD-ROM、オン

ライン・データベース等、そして近年はインターネット情報資源やサーチエンジンを総動

員して検索していました。この「モノを探す」のは面白かったし、何より自身の経験値が

上がったと患います。そしてもう一つ 5年間図書館でやってきた仕事はネットワーク管理

です。これには図書館の Webベージ作成や関覧室・事務室のパソコンや業務システム、

CD-ROM等の各種サーバ管理も含んでいます。従来は OPAC蔵書検索や CD-ROM検索は図

書館の中だけのサービスで良かったのですが、学内ネットワークが整備され個人研究室や

教室そしてインターネットで学外へと図書館の中だけで納めておくことは出来なくなって

います。

実は私、この「ネットワーク大好き人関」なのです。パソコンも含めてネットワークで

つながったコンピュータが大好きなのです。特に、Linuxや FreeBSD等の PC孔JNIX、全文検

索システム Namaz白等のオープンソースと呼ばれるソフトウェアを使いこなしたいと日夜

パソコンと格闘しています。

そんな私が 2002年 6月 15臼(土)~ 16日(日)に福照「グリーンヒノレ若宮」で行われた、

f大学図書館問題研究会研究集会」に京都支部代表(だって京都からの参加者は l名だっ

た…)として「ネットワークセキュリティーこれであなたもネットワーク管理者Jという

テーマが自分の趣味 (PC-UNIX)や仕事(ネットワーク管理)にどれくらい役立つかを知りた

くて、博多まで行ってきました。ネットワークに強い福岡支部というのは以前から注目し

ていたのと、この研究集会で実際にサーバを攻撃したり、ワイノレス感染の実演等日常では

体験できないような企画というのに興味がありました。こういうワクワクするノリが好き

なんです。講師2名と 5斑に別れた参加者 30名で研究集会は始まりました。 1日目は IP

アドレスとインターネット及びその仕組み、インターネットでのサービスと利用されてい

るポート番号や Socket等を解説された後、各自が持参したノート PCを実習に使えるよう

会場のネットワーク環境に合わせて設定したり、実習で必要となるソフトウェアをサーバ

からダクンロードしてインストールして準備を行いました。次にコンビュータウイノレスと

は:その種類、感染タイプ、効果?症状)についての説明の後、待望のウイノレス感染の

実演(デモ〉が行われました。結果は感染というか発病しませんでした。その代わりポート

スキャンの実演が行われました。こちらも職場等ではネットワーク管理者以外は出来ない

体験です。理由を書くと長くなるので各自で調べてください。(5ページへ)
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